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令和５年度 第２回地域医療推進部会議事録 

 

１．日  時  令和６年２月２１日（水） 第２回帯広市健康生活支援審議会終了後 

        １９：３０～２０：１０ 

 

２．場  所  帯広市役所 １０階 第２会議室 

 

３．出席委員  稲葉 秀一 部会長、大滝 達哉 副部会長、中村 貴徳 委員、佐々木 修一 委員、 

住谷 晋 専門委員、髙橋 千秋 専門委員、小岩 幹 専門委員、結城 和美 専門委員 

 

４．会議次第 

（１）前回会議の議事録（案）の確認 

（２）令和６年度健康推進課関係予算（案）について 

（３）その他 

 

５．会議内容 

○事務局  

みなさま、こんばんは。定刻となりましたので、ただ今から、令和５年度第２回地域医療推進部会

を開会いたします。 

はじめに本日の欠席委員について、ご報告いたします。川上委員より本日欠席のご連絡をいただい

ております。本日は、地域医療推進部会の委員９名中、８名のご出席をいただいております（住谷専

門委員は途中出席）。出席人数が委員の過半数に達しておりますことから、本日の部会は成立しており

ます。 

それでは、これより議事の進行につきましては、稲葉部会長にお願いいたします。 

 

◎部会長 

それでは、会議に入らせていただきます。 

最初に、「前回会議の議事録（案）の確認について」を議題といたします。 

この議事録は、この場でご確認いただいた後、公開される予定となっております。 

議事録につきまして、ご質問やご意見があればお願いします。 

 

【質疑・応答なし】 

 

別になければ、議事録は了承されたものといたします。 

次に、「令和６年度健康推進課関係予算（案）について」を議題といたします。 

事務局から、説明願います。 

 

○事務局  

   それでは、令和６年度の健康推進課関係予算（案）につきまして、説明させていただきます。 

資料は１と２になります。 
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資料１から説明させていただきます。 

令和６年度の健康推進課関係予算（案）でありますが、予算額と対前年度の増減額の推移を記載し

ております。 

まず、表の右側に、令和６年度予算を記載しております。この中で、職員給与費へ振替分として、

Ｂと記載している欄があります。こちらにつきましては、令和２年度から、地方公務員法・地方自治

法の一部改正により、これまでの嘱託職員等のうち、多くの職員が、会計年度任用職員に移行してい

ることから、健康推進課で予算措置しておりました報酬等の予算を、職員給与費として、人事課所管

の予算に移行しております。 

また、令和４年度からは短時間勤務の会計年度任用職員の報酬等も職員給与費に移行されたことか

ら、こちらのＢ欄を設けております。 

左側の事業区分と、右側の令和６年度予算額につきましては、Ａ欄をご覧いただきたいと思います。 

まず、上から保健衛生総務費が４億３，８５６万円、そのうち、主なものでは、保健衛生推進費が

７７５万９千円、公衆浴場対策費は１，２５７万５千円、看護師等養成機関確保対策費は８，１２８

万７千円、帯広厚生病院運営費補助事業費が２億１千万円などとなっております。 

   前年度と比較しての増減の主なものとして、保健衛生推進費については、健康づくりガイドの作成

に必要な紙代の単価が上がったことなどにより、増となっているものです。 

なお、妊婦・乳幼児健康診査費、母子保健相談指導費、心の発達支援事業費、食育推進事業費につ

いては、令和２年度より組織再編のため健康推進課関係予算として計上しておりますが、従前より児

童育成部会で説明していることから当部会においては、予算額のみお示しすることとさせていただき

ます。 

続きまして、夜間急病診療費は２億５６１万２千円となっております。 

内訳といたしましては、休日夜間急病センターの管理運営費が９，７５３万１千円、在宅当番や二

次救急医療などの救急医療対策費が１億８０８万１千円となっております。 

前年度と比較しての、増減の主なものとして、休日夜間急病センター管理運営費については、新型

コロナウイルス感染症の影響により、利用料金収入が減少している分に対し、これまでは補正予算に

より支援を行ってきましたが、令和６年度については、影響が見込まれる分の指定管理料を当初予算

として計上していることから、増となっているものです。 

また、救急医療対策費のうち、二次救急医療については、これまで帯広市が単独で費用を負担して

事業を実施してきましたが、管内町村住民の利用割合が約４割を占めている状況を踏まえ、十勝全体

での支援体制について協議を進めてきた結果、令和６年度からは事業を実施する帯広市に対して、各

町村が利用割合に応じた費用を負担することで、十勝全体で支援を行うこととなったことから、増と

なっているものです。 

続きまして、予防費は、総額で５億４，０８０万１千円となっており、主なものといたしましては、

がん検診・健康診査費が１億４，６５２万８千円、予防接種費が３億１，２７８万２千円、感染症予

防費が７，７９２万８千円、健康教育費が２４６万５千円などとなっております。 

前年度と比較しての、増減の主なものとして、予防接種費については、四種混合ワクチンとヒブワ

クチンを合わせた五種混合ワクチンの定期接種化に伴う接種回数の減などにより、減となっているも

のです。 

感染症予防費については、高齢者の肺炎球菌ワクチンに係る接種対象者の経過措置終了に伴う接種

者数の減などにより、減となっているものです。 
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最後に、保健福祉センター費として、７，１６２万６千円を計上しております。こちらは、保健福

祉センターの管理運営に要する費用でございます。保健福祉センター整備費については、温水ボイラ

ーの改修工事に要する費用を計上しているものでございます。 

以上、総事業費は、Ａ欄の歳出予算合計は１２億５，６５９万９千円となります。 

 

続きまして、資料２、「令和６年度 健康推進課関係事業の概要（案）」をご覧ください。 

こちらは、資料１の内訳となります。 

   左側の、保健衛生総務費は、４億３，８５６万円で、医療体制の整備や医療の人材不足への対応の

ほか、公衆浴場対策、健康まつりや健康づくりのボランティアの養成、育成など市民の保健予防の推

進のための予算となっております。 

中央の夜間急病診療費は、２億５６１万２千円で、休日や夜間における急病患者に対する診療体制

を確保するため、初期救急を担う在宅当番医のほか、二次救急医療や休日歯科診療などの体制確保に

必要な経費を計上しております。 

中央下の保健福祉センター費は、７，１６２万６千円で、保健福祉センターの管理運営に要する費

用を計上しております。 

右側の、予防費は、５億４，０８０万１千円で、胃がん、肺がん、子宮がん、乳がん、大腸がんの

５大がんの検診のほか、各種健康診査、予防接種や感染症予防、結核予防など、疾病の予防、早期発

見のための経費と、健康相談、健康教育、訪問指導の経費を計上しております。 

   説明は以上でございます。  

 

◎部会長 
ただいまの事務局の説明につきまして、何かご質問やご意見はございますか。 

  

 ◎委員 

   救急医療対策費の中で、帯広市以外の町村の利用が４０％を超えたということで、令和６年度から

は、各町村から補助金が入るということでしょうか。 

   

 ○事務局 

   補助金ではなく、各町村からの負担金ということになります。 

 

 ◎委員  

   それは、町村の利用が４０％を超えたら、町村も負担しなければならないという規則などがあるの

でしょうか。 

 

 ○事務局 

   規則などはありません。 

 

 ◎委員 

   以前から歯科救急診療にも色々な町村の方が休日に来ているのですが、各町村からは支援をいただ

いていないという話をしてきました。例えば、こちらで統計をとって、帯広市以外の患者さんがこの

くらいの割合で来ているということを出した場合は、交渉になるのでしょうか。これまでは、一次救
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急、二次救急、三次救急ということで、区分けが違うという説明をされていて納得はしていたのです

が、今回の話は一次救急ですよね。 

 

 ◎部会長 

   この話は二次救急になります。二次救急の６病院があるのですが、実は数年前から二次救急を担う

医療機関の中では、診療科が偏在したりですとか、あるいは二次救急を担う先生が減って負担が増え

ているということがありました。これまで帯広市と二次救急を担う医療機関との間で決めていた委託

料があって、これで毎年やってきていたのですが、帯広市だけではなく１８町村も入れてその委託料

を増やしてくれないか、もっと言うと、帯広市がもっと出してくれるとありがたいという話をしてい

たのですが、帯広市としては、これ以上は中々難しいということもあり、その中で二次救急を利用さ

れている町村の患者さんが４０％いるということで、帯広市と１８町村とが直接交渉してくれたので

す。その結果が今回の話になりますが、一次救急については、その範囲ではありません。ですから、

私たち医師会の中でも、二次救急でできたので一次救急でもという色々な意見はあるのですが、今回

は二次救急の話ということになります。 

 

 ◎委員 

   つまり休日夜間急病センターは、これとは全く別の話ということでしょうか。 

 

 ◎部会長 

 そうです。急病センターは全く別の話で、二次救急を担っている厚生病院、協会病院、第一病院、

北斗病院、開西病院、協立病院の６医療機関のことになります。内科や外科系の二次救急を担ってい

る医療機関になります。 

 

 ◎委員 

   わかりました。 

 

◎部会長 

他にはいかがでしょうか。 

 

 ◎委員 

   最近色々な会議に出ますと、ドクターヘリの話が出ますが、ここにあるドクターヘリの予算はどの

ようなことにお使いになるのでしょうか。 

 

 ○事務局 

   ドクターヘリの予算につきましては、釧路に運営の本部がありますので、そちらで行われる会議に

市長が出席するための旅費を計上しております。 

 

 ◎委員 

   今、十勝で色々と話が出てきていますが、それとは別の話で、旅費として予算を持っているという

ことですね。 
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 ○事務局 

   そうです。 

 

 ◎部会長 

   ご存じのとおり、十勝圏域は道東ドクターヘリと道北ドクターヘリによって賄われているのですが、

道東ドクターヘリの方については釧路で会議を一緒にやっていて、運行実績の報告などがあるのです

が、そのことになります。 

   よろしいでしょうか。他にいかがでしょうか。 

 

 ◎委員 

   予防費の関係で、以前お話をされていた帯状疱疹ワクチンは、今回まだ予算がついていないのでし

ょうか。 

 

 ○事務局 

   帯状疱疹ワクチンにつきましては、国の方で定期接種化を検討している段階であり、現在は任意で

の接種となります。今後も国の動きを注視していくところですので、現時点では、帯広市で帯状疱疹

ワクチンに対する助成は行っていない状況であります。 

 

 ◎委員 

   それは国の制度もあるので、帯広市単独ではできないということでしょうか。 

 

 ○事務局 

   現時点では、帯広市単独では実施しておりません。 

 

 ◎委員 

   今、帯状疱疹の疾患がかなり増えてきています。年齢的に言うと、５０代から６０代の方なのです

が、疾患が増えてきているという実感もあるので、そういう部分も少し考えていただきたいと思いま

す。金額は半額でもよいので、助成していただけるとありがたいと思います。 

 

 ◎部会長 

   先程の予防費の中で、高齢者肺炎球菌ワクチンの接種が、これまでは６５歳以上の５歳刻みを対象

とする経過措置があったのですが、令和６年度からは６５歳だけになります。今までは６５歳で打て

なかった人を７０歳、７５歳で救う道があったのですが、令和６年度からはそれがなくなりました。

結構高額なワクチンなので、国は財源のことなどを色々と考えていると思います。実は、高齢者肺炎

球菌ワクチンよりも帯状疱疹ワクチンの方がおそらく４倍から５倍くらい高いはずです。そういうこ

ともあるので、国ではまだ予算立てしていませんが、おそらく次に出てくるのは帯状疱疹ワクチンで

すとか、高齢者のＲＳウイルスワクチンではないかと思います。ですから、少し待つしかないのでは

ないかと思っています。 

他にいかがでしょうか。 
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 ◎委員 

   救急医療対策費が今回３８．７％の増となっていて、他町村も負担するという話ですが、これは他

町村からのお金が帯広市に入ってくるということでしょうか。 

 

 ○事務局 

   そうです。 

 

 ◎委員 

   そうすると、それで予算が増えたのかと思いますが、今回、約３，０００万円増えることで、よう

やく運営が適正になるということでしょうか、要するに、今までは予算が少なかったということでし

ょうか。 

 

 ○事務局 

   先程、部会長からもお話がありましたが、病院からは、医師の不足ですとか、診療体制の維持に向

けて、色々と財政的な支援がほしいという話がありました。 

 

 ◎委員 

   そういった要望があって増額したということでしょうか。 

 

 ○事務局 

   そうです。 

 

 ◎部会長 

   これまで帯広市が二次救急医療機関に対して支払っている金額から約３，０００万円増えたという

ことで、その３，０００万円は１８町村から帯広市に入ってくるということになります。それを合わ

せた金額がここに記載されている予算額になります。町村から入ってくるお金ですが、予算上は一度、

帯広市の予算に入れてという形になるようです。 

 

 ○事務局 

   それを帯広市から各医療機関へお支払いすることになります。 

 

 ◎部会長 

   二次救急医療体制というのは、もともと帯広市と二次救急医療機関との間で委託契約をしています。

ですが、実際には約４割が町村からの患者であることもあり、６医療機関が二次救急をやる上で負担

が増えているので、数年前から帯広市に対してもっと財政的な支援をしてほしいという話があがって

いました。そこで出てきたのが今の話になります。 

 

 ◎委員 

   要するに、今までは各医療機関が持ち出しでやっているような部分があったので、それに対して今

までより手厚く支援をするということでしょうか。 
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 ◎部会長 

   持ち出ししているかどうかは各医療機関の中での運用の話になりますので、それはわかりません。

ただ、帯広市と協議をしながら、このくらいの負担があるのでということを含めて協議した結果では

ないかと思います。 

 

 ◎委員 

   それでは、今回の支援によって適正な運用に近づいたという認識でよいのでしょうか。 

 

 ◎部会長 

   今回の金額が、各医療機関の負担をどのくらい減らすような金額であったのかはわかりません。 

 

 ◎委員 

   いずれにしても、３，０００万円くらいの増額はもとから必要だったということでしょうか。 

 

 ◎部会長 

   それについては、これではまだ十分ではないと思います。 

 

 ◎委員 

   更に増額が必要だということでしょうか。 

 

 ◎部会長 

   そのようなお金の話になると、ご存じのとおり人件費の問題なども関わってくると思います。 

 

 ◎委員 

   そうすると、ここにはもう少し予算づけが必要だという感覚でしょうか。 

 

 ○事務局 

   今のところの協議の中では、この金額でやりましょうとなっていますが、未来永劫このままの金額

というわけではなく、人件費など増えるものもありますので、適正な金額についてはその都度協議し

ていきたいと思います。おそらく数年は、この金額で各医療機関がやっていただけるものと考えてお

ります。 

 

 ◎委員 

   今までは二次救急医療機関としては、かなりの負担感を持ちながらやっていたという印象でよろし

いでしょうか。 

 

 ○事務局 

   実際には二次救急だけをやっているわけではないので、その他の診療も含めて、二次救急の分の医

師や看護師の負担をみていただいて、その中で帯広市として、二次救急に対してお金をお支払いして

いたところですが、医師の確保などの部分でお金がかかっているという現状があって、部会長からも

先程話がありましたように、何とかしていただけませんかという話が何年も前からありました。二次
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救急というのは、帯広市だけでなく十勝圏域の話ですので、もともとは保健所が中心となって進めて

いた話なのですが、十勝全体をまとめるのが中々上手くいかず、コロナもありましたので、一旦頓挫

していたのですが、二次救急医療機関が立ち行かなくなると十勝全体で医療崩壊という形になってし

まいますので、帯広市の方で他の町村にお声がけさせていただいたところです。他の町村からは、自

分たちの住民が利用しているので協力すると言っていただきましたので、今回このような形になった

ものでございます。 

 

 ◎委員 

   これから働き方改革があって、今後も病院から色々と要望があるかと思いますので、少し質問させ

ていただきました。 

 

 ◎部会長 

   他にいかがでしょうか。 

 

 ◎委員 

   妊婦・乳幼児健康診査費が全体に下がっているのですが、要するに少子化で受診対象者が減ったと

いうことでしょうか。 

 

○事務局 

  そうです。 

 

◎部会長 

  関連して私の方から、妊婦歯科健診の予算が新たについたということで非常にありがたいことだと

思っています。具体的に妊婦さんがどのように歯科健診を受診するかという運用について、産婦人科

の先生方も心配しているところがありますので、それについて何かわかっていることなどがあればお

願いします。 

 

 ○事務局 

   具体的には、３月に産科の医療機関や十勝歯科医師会と打ち合わせをさせていただきたいと考えて

おります。歯科健診の実施医療機関については、十勝歯科医師会に所属する９０の歯科医療機関を考

えております。事業の目的や趣旨を考えまして、今後、継続的に妊婦さんに歯科健診を受診していた

だきたいと考えておりまして、原則、本人のかかりつけの歯科医療機関での受診を促していきたいと

考えております。 

 

 ◎委員 

   どのような受診票を使うかなど、具体的なことはまだわかっていないのでしょうか。 

 

 ○事務局 

   はい。 
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 ◎委員 

   私たちも大変ありがたいことだと思っているのですが、基本的に受診票は、今も行っている歯科ド

ックの形に近いものだろうと想像していますが、あまり極端に違う形だと混乱が生じると思います。

歯科ドックに近いものであれば、歯科医師会に所属している市内の医療機関は全て歯科ドックを実施

しているので、予約の受付などはスムーズにできると思っています。ちなみに、これは婦人科の先生

からの受診勧告などではなく、市から葉書などで受診を促し、妊婦さんが自発的に予約をするという

イメージでよろしいでしょうか。 

 

 ○事務局 

   イメージとしては、母子手帳を交付する時に対面で受診票を渡す方法などを考えております。 

 

 ◎委員 

   わかりました。大筋の話が決まった段階で、会員には丁寧に健診を行うよう伝えたいと思います。 

 

 ○事務局 

   ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 

 ◎部会長 

   これは紹介状などはいらないですよね。妊婦さんが直接、歯医者さんに連絡する形ですよね。 

 

 ◎委員 

   歯科ドックも患者さんが自分で予約をするという方法でやっていますので、おそらく同じようにな

ると思っています。 

 

 ◎部会長 

   妊婦さんは若いので、かかりつけ医というのはあまりないと思います。市内で産科のある医療機関

というのは具体的には３つですが、そのうち２つは歯科がありません。ですから、実は１つの医療機

関しか近くには歯科がないのです。そこの産科の先生方が、全部そこに行くようになると非常にまず

いと困っています。普通の妊婦さんは、いつもかかっている医療機関に歯科があれば、そこに行くと

思います。それが、実は３分の２は歯科を持っていない医療機関で、これが残りの３分の１に集まっ

てくるとなれば大変なことになります。そこをバランスよくなるようにしていただきたいというのが

要望です。 

 

 ◎委員 

   第一子の方の場合は何とも言えないのですが、帯広市でやっている１歳半から６歳まで半年ごとの

歯科健診・フッ素塗布事業というのがあります。ですから、第二子以降の場合であれば、既にお子さ

んを連れて行っている歯科医院に妊婦さんが行くという形になれば、かなり分散されると思います。 

 

 ○事務局 

   母子手帳の交付の時に、妊婦歯科健診の話もさせていただきますので、その際にもご近所や普段行

っているところで受診するようにという話をさせていただき、集中しないような対応を考えていきた
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いと思っています。 

 

 ◎委員 

   国保課の歯科ドックの場合も、実施医療機関の一覧をお渡ししていて、その中で自分の家から近い

ところなどを探してくださいということになりますよね。 

 

 ○事務局 

   歯科ドックは９０の医療機関で実施していると伺っておりますので、そういった一覧を作ってご案

内することを考えております。 

 

 ◎部会長 

   他にいかがでしょうか。 

   特になければ、質疑を終了いたします。 

次に、その他に入らせていただきます。 

その他に関しまして、皆様から何かご意見ございましたら、お願いしたします。 

 

 ◎委員 

   コロナ禍になって医療機関での面会ができないという状況ですが、面会のやり方は、各医療機関に

よって、オンラインでやったり、別室を設けてやっているところもあると聞いています。今はコロナ

が５類になって、帯広だけの問題ではないと思いますが、どのような状況になれば面会ができるよう

になるのでしょうか。面会によって患者さんが感染するというのは大変なことですが、そこは医療機

関の方できちんとやっていただくことで、ある程度面会を緩和することは難しいのでしょうか。コロ

ナ禍で大変なことはわかっているのですが、面会については、医療機関ごとに決めていることなのか、

国の方で決めていることなのかはわかりませんが、面会の緩和は必要だと思います。どのような状況

になれば、緩和されてくるのでしょうか。 

 

 ◎部会長 

   私の方で知っていることをお話させていただきますと、面会のことだけでいいますと、医療機関や

高齢者施設を含めて、それぞれの施設で決めていることになります。ですから、こうしてくださいと

いうのはこれまでもないですし、これからもないと思います。 

 

 ◎委員 

   医師会などが決めているというものではないのですね。 

 

 ◎部会長 

   医師会や行政などが決めているのではなく、各医療機関や施設の判断で決めていることになります。 

 

 ◎委員 

   ただ、現状としては、まだ面会はできない状況ですよね。 
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 ◎部会長 

   そこは個々の医療機関が決めていることですので、それ以上のことは言えないと思います。 

 

 ◎委員 

   患者さんによっては、転院先を面会できるところという判断で決められている方もいますので、そ

のあたりは病院の考え方と入院されるご本人やご家族の考え方によって、入院先を選んでいくという

のが実態であると思います。病院と入院される方々の療養環境に対する考え方がマッチするかという

ことではないかと思います。 

 

 ◎委員 

   普段家で介護されている方が入院になると、例えば家族が一緒に付き添いできるという場合もあり

ます。それぞれの患者さんの状況や病院によっても、そこは変わってくると思います。 

 

 ◎委員 

   医療機関も手探りの状況で今対策を考えていて、緩和していきたいと思っているのですが、中々す

ぐにできないというのが正直なところです。柔軟にいきたいというのは、皆が思っていることだと思

います。 

 

 ◎委員 

   わかりました。 

 

 ◎部会長 

   他にいかがでしょうか。 

他になければ事務局の方から何かありましたら、お願いします。 

 

○事務局 

次回の地域医療推進部会の日程につきましては、稲葉部会長と調整の上、皆様に改めてご案内させ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

 ◎部会長 

   以上で予定されている議事はすべて終了いたしました。 

  本日は、これで閉会といたします。 

ありがとうございました。 


